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特許概要 

【課題】 

 モノレールは、道路上空に設けられた高架軌道上を走行していることから、軌道桁のひ

び割れ等の変状調査が容易ではない。従来は、夜間の 3 時間程度の間に目視確認により調

査が行われていたが、高所で短時間の作業となり全箇所の調査が未実施であった。特に、

構造的にひび割れ等の変状が発生しやすい軌道桁下面については、建築限界の制約やケー

ブルラックが設置されていることから調査ができていなかった。 

 

【解決手段】 

 軌道桁下面の変状を調査するため、夜間作業用の工作車前面に鋼製架台を設置し、鋼製

架台の下部に反射鏡を設置したフレームを取付け、反射画像をデジタルカメラで撮影する

装置を開発した。この装置により、調査できていなかった桁下面の変状を把握することが

可能となった。 

 

【装置図及び写真】 
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